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彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十一の本文の位置づけ

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
一
の
本
文
の
位
置
づ
け

中　
　

根　
　

千　
　

絵

は
じ
め
に

　

論
者
は
、『
説
林
』
五
三
号
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』（
全
巻
、
表
紙
の
題
は
『
今
昔
物
語
』
と
書
い
て
あ
る
が
、

内
題
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
と
あ
る
。）
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
本
の
空
白
部
分
の
分
析
、
流
布
本
系
共
通
脱
文
の
分
析
か
ら
、

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
近
い
流
布
本
系
の
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
良
い
本
で
あ
ろ
う
と
論

じ
）
1
（

た
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
諸
本
と
の
一
語
一
語
の
比
較
を
経
て
、
初
め
て
、
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

巻
一
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
集
で
分
析
を
行
い
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
は
、『
説

林
』
五
三
号
で
論
じ
た
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
や
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
み
一
致

す
る
箇
所
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
古
本
系
諸
本
（
東

大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
）
の
間
の
状
態
を
有
す
る
希
有
な
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
）
2
（
た
。
巻
二
の
場
合
は
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原

本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
）
3
（

た
。
巻
三
で
は
、
特
に
、
野
村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
但
し
、
彦
根
本
の
よ
う
に
、
中

間
的
な
表
記
を
有
す
る
書
物
の
場
合
に
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
見
定
め
が
た
い
と
し
、
今
後
、
さ
ら
に
、
巻
ご
と
の
分
析
を
続



二

愛知県立大学日本文化学部論集　第６号（国語国文学科編）2014

け
、
彦
根
本
の
性
格
を
見
極
め
る
と
共
に
、
古
態
本
と
流
布
本
の
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し
）
4
（

た
。
巻
四
の
場
合
に
顕
著
な
傾

向
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
古
本
系
と
の
一
致
度
が
高
く
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城

博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
四
に
い
た
っ
て
、
古
態
本
の
表
記
を
有
す
る
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
、
彦
根
本
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
）
5
（

た
。
巻
五
の
場
合
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ

と
の
一
致
度
は
他
の
流
布
本
と
同
じ
程
度
で
あ
る
。
巻
五
、
巻
七
、
巻
九
で
は
、
巻
二
と
同
じ
く
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ

て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

た
。
但
し
、
巻
五
、
巻
七
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
固
有
名
詞
等
に
つ
い
て
は
、
古
本

系
諸
本
に
依
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
巻
四
と
同
じ
で
あ
）
6
（
る
。
巻
六
・
巻
十
に
つ
い
て
は
、
巻
三
と
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
）
7
（
た
。
巻
十
一
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
の
本
文
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』

巻
十
一
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
諸
本
の
収
集
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
途
上
に
あ
り
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔

物
語
集
』
の
校
異
と
頭
注
か
ら
必
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
形
で
、
諸
本
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
一
の
本
文
異
同

凡
例

　

一
番
上
の
段
は
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
ペ
ー
ジ
と
行
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
の
本
文
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

と
同
じ
本
文
を
持
つ
本
の
種
類
で
あ
る
。（
但
し
、
異
体
字
な
ど
の
字
形
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
含
め
、
そ
の
都
度
指
摘
し

た
。）
★
印
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
独
自
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
本
の
例
を
示
し
た
。
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
に
載

る
考
察
は
必
要
に
応
じ
て
「 

」
に
入
れ
て
付
し
た
。
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各
本
の
略
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

底
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
（
東
大
本
甲
）【
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
が
現
在
の
諸
本

の
う
ち
の
古
態
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
の
字
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し
た
。】　　

北
―
東
北
大
本　

実
―
実
践
女
子
大
本　

国
―
國
學
院
大
本　

野
―
野
村
本　

以
上
、
古
本　
　

乙
―
東
大
本
乙　

Ａ
―
内
閣
文
庫
本
Ａ　

 

Ｂ
―
内
閣
文
庫
本
Ｂ　

Ｃ
―
内
閣
文
庫
本
Ｃ　

以
上
、
流
布
本　
　

鈴
鹿
本
（
京
大
本
）
を
除
く
諸
本
―
諸

彦
―
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

大
―
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

巻
十
一
目
録

五
一　
　

婆
羅
門
（
第
七
） 
乙
Ｂ

　
　
　
　

亘
宋
（
第
九
） 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　

歸
来
語
（
第
十
一
） 

諸
（
底
北
実
国
野
Ｂ
は
「
慈
覚
大
師
亘
宋
傳
顕
蜜
法
」
と
朱
補
、
本
文
も
大
略
同
じ
、
諸
は
帰
）

　
　
　
　

立
三
井
寺
語
（
第
二
八
） 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　

龍
盖
寺
語
（
第
三
八
） 

Ｂ

巻
十
一
第
一
話

五
二
8　

云
テ 

Ｂ

　
　

8　

踊
口
ノ
中
入
ト 

底
北
実
国
乙
Ｂ
（
底
は
踊
の
下
に
テ
ヵ
と
朱
補　

中
の
下
に
ニ
を
補
）

　
　

9　

懐
任 

乙
Ｂ

　
　

11　

ノ

至
ル 

野
Ａ
Ｂ
Ｃ
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11　

赤
黄
ル
光
ヲ 

乙
Ｂ

　
　

12　

馥
シ
事 

諸
大
（
底
は
キ
ヵ
と
朱
補
）「
馥
レ
事
」
乙

 

「
終
止
形
の
連
体
法
と
見
る
べ
き
か
。」

　
　

12　

勢
長
リ 

底
北
実
国
野
乙
Ａ
（
底
は
リ
に
ク
ヵ
と
朱
傍
）「
勢
長
ク
」
Ｂ
Ｃ
大

 

Ｂ
Ｃ
二
本
に
よ
り
訂
。

　
　

12　

明
ル
如
シ
年
ノ 

Ｂ
「
明
ル
如
シ
年
ノ
」
諸
大
（
底
は
如
に
衍
ヵ
と
朱
注
）

　
　

14　

六
歳
成
給
フ
年 

乙
Ｂ

　
　

15　

其
故
ヲ 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

16　

見
ト 
諸
（
底
は
見
の
下
に
ム
ヵ
と
朱
補
）

　
　

17　

月
ノ 
乙
Ｂ
大
「
日
ノ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ

 

乙
Ｂ
両
本
に
よ
り
訂
。

五
三
2　

殺
生 

Ｂ
Ｃ

　
　

4　

衣
着
テ 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

5　

跪
テ 

諸
（「
底
実
国
の
跪
は
変
、
厄
を
辰
の
如
く
作
る
」）

　
　

5　

向
云
ク 

約
一
字
分
欠 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
以
外
は
ク
の
下
に
一
・
二
字
分
の
空
白
）

　
　
　
　

、 

約
二
字
分
欠

　
　

8　

石
ノ
像
ヲ 

乙

　
　

8　

其
時 

乙
Ｂ

　
　

10　

瑠
璃
壺
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
彦
Ｂ
以
外
の
壺
は
異
体
）

　
　

12　

王
云
フ 

諸
（
底
は
王
の
下
に
ト
ヵ
と
朱
補
）
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14　

此
ニ
依
テ 

乙
Ｂ

　
　

15　

可
残
キ
ト 

諸
（
底
北
実
国
野
の
残
は
変　

旁
を
草
冠
＋
戈
に
作
る
）

　
　

15　

可
断
シ
ト 

実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

16　

不
悟
ス 

Ｂ

　
　

16　

吉
キ
事

 

諸
（
底
は
政
テ
ハ
歟
と
朱
傍
）「
吉
キ
事
政
テ
ハ
」
大

 

諸
本
の
欠
字
を
底
本
傍
書
に
よ
り
補
。

　
　

16　

悪
事
ヲ
改
テ
ハ 

諸
（
底
は
改
に
政
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

16　

過 

諸
（
底
は
禍
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

17　

過
ニ 
諸
（
底
は
ニ
に
ヒ
ィ
・
ニ
ヵ
と
朱
傍
）

五
四
2　

禍 
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

4　

思
フ
ト 

Ｂ

　
　

7　

奏
奉
奏
シ
テ 

乙
Ｂ

　
　

7　

大
臣
ノ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

7　

蘓

守
屋
ヲ 

諸
（
大
は
蘇
）

　
　

10　

軍
ヲ

 

大　

諸
本
欠
字
。

　
　

10　

助
ム
ス 

諸
（
底
は
ム
の
下
に
ト
ヵ
と
朱
補
）

　
　

11　

守
屋
ヲ 

諸

　
　

11　

為
ル
□ 

乙
Ｂ
「
為
ル
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大　
「
ニ
を
省
略
し
た
語
法
。」

　
　

13　

政
人 

乙
Ｂ

　
　

14　

奇
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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14　

四
天
王
ノ 

Ｂ

　
　

15　

願
ヲ 

諸

　
　

16　

祈
請
テ 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

17　

メ
ル
ハ 

「
壊
メ
ル
ハ
」
乙
Ｂ
（
彦
乙
Ｂ
の
壊
は
変
）

五
五
2　

成
シ
ツ 

乙
Ｂ

　
　

2　

四
天
王
寺 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　

3　

崇
峻
天
皇 

野
乙
Ｂ
Ｃ

　
　

5　

観
世
音 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

5　

演

 
「
演
説
」
諸
（「
説
は
変
、
乙
Ｂ
は
旁
を
草
冠
＋
死
の
如
く
作
り
、
他
は
更
に
そ
れ
を
崩
せ
る
如
き
字

体
」
彦
も
同
じ
。）

　
　

7　

奉
レ
ル 

乙
Ａ
Ｃ

　
　

8　

去
給
ヌ 

諸

　
　

9　

堂
給
テ 

諸
（
乙
の
堂
は
草
体
、
底
は
至
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

10　

即
給
ヌ 

諸

　
　

12　

雨
レ
リ 

諸

　
　

13　

見
給
フ 

乙
Ｂ

　
　

15　

云
フ

妹
子 

「
云
ツ

妹
子
」
大　

諸
本
欠
字
。

　
　

16　

教
テ
宣
フ 

Ｂ

　
　

16　

赤
懸 

乙
Ｂ

　
　

16　

其
ノ

我
カ 

大　

諸
本
欠
字
。
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16　

三
人
ソ 

北
実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

17　

其
一
作
ニ 

諸
（
底
は
一
作
に
所
と
朱
傍
）

　
　

17　

御
ス
ム
カ 

Ｂ

五
六
1　

請
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

2　

三
人 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

3　

教
テ 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

3　

持
来
テ 

諸

　
　

4　

一
日 

諸　

三
宝
絵
・
伝
暦
「
一
月
」

　
　

5　

善
悪
ノ
事
ヲ 
諸
（
底
北
の
善
は
異
体
）

　
　

6　

式
時
ニ 
乙
Ｂ

　
　

6　

此
ヲ
恠
シ
ム 

乙
Ｂ

　
　

6　

惠
慈
法
師 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

8　

上 

諸
（
底
は
ニ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

8　

惠
慈 

諸
（
底
は
慈
の
下
に
ニ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

8　

前
身
ニ
衡
山 

諸
（
底
は
ニ
に
衍
ヵ
と
朱
注　

山
の
下
に
ニ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

9　

老
僧
ノ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｃ

　
　

10　

魂 

諸
（
底
は
ヲ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

11　

黄
紙

ノ
軸 

諸

　
　

12　

廬
岳 

乙
Ｂ
大
「
虚
岳
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ　

乙
Ｂ
両
本
に
よ
り
訂
。

　
　

16　

テ
来 

乙
Ｂ
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16　

メ
ル 

乙
Ｂ

　
　

16　

去
給
シ
ニ
キ
ト 

底
北
実
国
Ａ
Ｂ
（
底
は
シ
に
ヒ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

16　

聞
テ 

Ｂ

五
七
1　

太
子
ノ
御

指
手 

諸
大
「「
指
」
は
こ
の
ま
ま
で
は
意
不
通
。
三
宝
絵
の
「
カ
シ
ハ
テ
ノ
氏
」「
膳
氏
」
よ
り
す
れ
ば
、

類
音
表
記
「
柏
」 

↓ 

「
拍
」 

↓ 

「
指
」
と
誤
り
書
い
た
も
の
か
。」

　
　

1　

一
事
ヲ 

諸
（
底
の
ヲ
は
朱
筆
）

　
　

4　

多
ノ
身
ヲ
受
テ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
（
乙
の
多
は
変
）

　
　

5　

説

此
ヲ 

諸
大

　
　

7　

太
子

邊 
諸
大

　
　

7　

黒
少
馬 
乙
Ｂ

　
　

8　

御
衣
ヲ
脱
テ 

諸

　
　

9　

志
弖
太
留
耶 

諸
（
底
は
弖
に
太
ヵ
、
太
に
弖
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

10　

奉
ル

 

乙
Ｂ
Ｃ
（
ル
の
下
空
白
）

　
　

12　

大
臣
等 

実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

13　

宣
ハ
ク 

諸
（
底
は
召
テ
ヵ
と
朱
傍
）「

宣
ク
」
Ｂ
「
召
テ
宣
ハ
ク
」
大

　
　

13　

見
ヨ
リ 

諸
（
底
は
ト
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

15　

御
生
テ 

諸
（
底
は
坐
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

15　

語
シ
給
フ 

諸
（
底
は
シ
に
ヒ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

15　

今
夜 

諸
（
底
実
国
野
の
夜
は
草
体
の
変
、
底
は
囲
ヵ
（
右
）
夜
ィ
（
左
）
と
朱
傍
）

　
　

16　

並
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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16　

臥
給
ヌ 

北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

16　

大
殿 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

五
八
1　

太
子
隠
レ
給
フ
日 

乙
Ｂ

　
　

2　

一
巻
ノ
経
ニ
夫 

諸
（
底
は
ニ
に
モ
ヵ　

夫
に
失
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

2　

世
ニ
有
ノ 

諸
（
底
は
ノ
に
ハ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

6　

生
レ
給
へ
ト
ハ
也 

Ｂ

　
　

7　

申
ス
事
ヲ 

乙
Ｂ

　
　

7　

裁
リ
給
ヘ
ル
ハ
也 

乙
Ｂ

　
　

8　

任
セ
奉
レ
リ
シ
ニ 
乙
Ｂ

巻
十
一
第
二
話

五
八
14　

學
法 

乙
Ｂ

　
　

15　

行
基 

諸
大　

北
・
Ｂ
両
本
の
書
き
入
れ
に
は
「
今
昔
（
大
）
日
本
国
ニ
」
と
あ
る
。

　
　

15　

大
鳥
ノ

時 

諸
大　

北
・
Ｂ
両
本
の
書
き
入
れ
に
は
「
郡
大
丞
ノ
下
女
或
」
と
あ
る
が
、
往
生
記
は
、
こ
の
あ
た

り
「
父
母
忌
之
、
閣
樹
枝
上
、
経
宿
見
之
、
出
胞
能
言
、
収
而
養
之
」
に
作
る
。

　
　

17　

時
ニ
ソ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。「
こ
の
ま
ま
で
は
上
文
に
続
か
な
い
。」

五
九
1　

集
リ

テ 

諸

　
　

1　

馬
牛
ノ
主
馬
牛
ノ
用 

乙
Ｂ
大
「
馬
牛
ノ
用
有
テ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ

　
　
　
　

有
テ 

乙
Ｂ
両
本
に
よ
り
て
補
。

　
　

2　

音
ノ 

乙
Ｂ
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3　

不
問
ス
ル
ヲ 

諸
（
底
は
ル
ヲ
に
シ
テ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

7　

留
メ 

諸
（
底
は
ヌ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

8　

貴
キ
無
限
シ 

諸
（
底
は
キ
の
下
に
事
ヵ
と
朱
補
、
諸
は
无
）

　
　

8　

隣
ノ
國
ノ
人
ニ 

諸
（
底
は
ニ
に
〻
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

8　

聞
キ
傳
ヘ
ツ 

諸
（
底
は
ツ
の
下
に
ヽ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

9　

此
ヲ

給 

諸
大　

北
本
は
「
聞
」
Ｂ
本
は
「
キ
ヽ
」
と
補
入
。

　
　

11　

露
計
シ 

底
北
実
国
乙
Ｂ
（
底
は
シ
に
モ
歟
と
傍
書
）

　
　

13　

哀
フ
事 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

13　

國

ニ 
「
國
〻
ニ
」
乙
Ｂ

　
　

14　

其
ノ
前
ヲ 
諸

　
　

14　

若
キ
男
タ
ル 

諸　
「
こ
の
ま
ま
で
は
意
不
明
。「
勇
」
の
異
体
「

」
の
変
と
推
せ
ら
れ
る
。」

　
　

17　

穩
ヌ
慢
レ
ル 

「
軽
ヌ
慢
レ
ル
」
底
北
実
国
野
乙
Ａ
（
底
は
ヌ
に
メ
ヵ
と
朱
傍
）「
軽
ヌ
慢
レ
」
Ｂ
（「
乙
Ｂ
の
軽
は

変
、
旁
を
堂
に
作
る
」
彦
も
旁
を
堂
に
作
る
。）

六
十
3　

行
基
ハ

智
浅
キ 

「
行
基
ハ
智
浅
キ
」
大

　
　

4　

椙
田
寺
ハ

 

諸
大

　
　

4　

房
ニ

不
サ
ル 

諸
大

　
　

7　

衛
テ
云
ク 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

8　

猛
恣
ク 

諸
（
彦
Ｂ
の
猛
は
変
）「
猛
恣
ヲ
」
底
（
ヲ
を
ク
と
朱
訂
）

 

「
北
本
の
傍
書
「
恐
」
に
従
う
べ
き
か
。「
恐
」
の
異
体
「

」
と
「
恣
」
と
は
字
体
頗
る
近
い
。」

　
　

9　

着
ス
ル
ハ 

Ｂ
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10　

我
令

ム 

「
我
令
抱
ム
」
諸
（
底
は
我
の
下
に
ニ
ヵ
と
朱
補
、
彦
Ｂ
の
抱
は
変
。）

　
　

16　

悲
ミ

ス
ル 

諸
大　
「
推
す
る
に
「
愛
」
な
ど
有
り
し
か
。」

　
　

17　

勤
ル
事 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
勒
ル
事
」
甲
北
実
国
大

六
一
1　

不
有
シ 

Ｂ

　
　

3　

免
ス
ト 

乙
Ｂ

　
　

6　

僧
ト
成
ヌ 

諸

　
　

6　

學
生
ト
成
ヌ 

諸
（「
底
北
実
国
の
ヌ
は
変
、
又
に
近
し
、
諸
は
学
」）

　
　

7　

幾
シ
無
テ 

諸
（「
底
北
実
国
野
の
幾
は
古
文
、
諸
は
无
」）

　
　

9　

河
内
國
ノ

郡 
諸
大

　
　

11　

染
ム
テ 
乙
Ｂ
「
染
テ
」
Ａ
Ｃ
大
「
深
テ
」
底
北
実
国
野
（
底
は
シ
ミ
ヵ
と
朱
傍
）
乙
Ａ
Ｂ
に
よ
り
て
「
染
」

に
訂
。

　
　

12　

寺
ナ
レ
ハ 

諸

　
　

14　

縫
ヒ
シ
カ 

諸

　
　

16　

不
吉
ヌ
事
也 

実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

17　

怒
〻
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
々
）

　
　

17　

出 

Ｂ

六
二
2　

幾
内
國
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

2　

寺
ヲ

給
ヒ 

諸
大
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巻
十
一
第
三
話

　
　

6　

江
優
婆
塞 

乙
Ｂ

六
二
7　

本
朝

天
皇
ノ 

諸
大　

Ｂ
本
「
文
武
」
と
朱
補
。

　
　

9　

崛
居
給
ヘ
リ 

諸
（
Ａ
の
崛
は
堀
、
底
は
崛
の
下
に
ニ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

10　

或
時
ニ
ハ 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

13　

御
ケ
リ 

諸　

ゾ
に
対
す
る
正
確
の
結
び
は
「
ケ
ル
」

　
　

14　

参
ル

道
ト 

諸
大

　
　

14　

承
テ

 

諸
大

　
　

14　

佗
ム
事 
諸
大
「
佗
ヒ
事
」
乙

　
　

16　

夜
ニ 
諸
「
夜
〻
」
乙
大

 

諸
本
の
「
夜
ニ
」
北
本
傍
書
・
乙
本
に
よ
り
訂
。

六
三
1　

云
テ 

Ｂ
「
云
ヲ
」
諸
大

 

「
諸
本
の
ヲ
と
Ｂ
本
の
テ
と
で
は
上
文
の
主
格
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
に
注
意
。」

　
　

1　

傳
テ 

底
北
実
国
Ａ
Ｂ
（
傳
に
縛
歟
と
傍
書
）「
縛
テ
」
野
乙
Ｃ
大

　
　

7　

畏
リ
奉
テ 

★　
「
畏
レ
奉
テ
」
乙
大
「
畏
テ
奉
テ
」
諸
（
底
は
上
の
テ
に
レ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

8　

此
ノ
罪
ノ 

底
北
実
国
乙
Ａ
Ｃ
大
（
底
は
下
の
ノ
に
ヲ
ヵ
と
朱
傍
）「
此
ノ
罪
ヲ
」
野

　
　
　
　
「
上
メ
」 

「
上
〔
以
下
缺
〕」
大

　
　
　
　

 

約
五
字
と
三
行
空
白
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巻
十
一
第
四
話

六
四
1　

不
離
ヌ
ト 

北
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

1　

佛
ル
道
ヲ 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｂ
大
「
佛
道
ヲ
」
乙
「
佛
之
道
ヲ
」
Ｃ

　
　

2　

受
テ
習
テ 

乙
Ｂ

　
　

3　

示
テ
云
ク 

乙
Ｂ

　
　

5　

参
リ
来
レ
ハ
也 

諸
（
底
は
ハ
に
ル
と
朱
傍
）

　
　

6　

房
ニ
道
照
ヲ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
照
は
昭
）

　
　

13　

其
謗
リ
モ 

Ｂ
（
北
Ｂ
は
謗
の
上
に
後
ィ
と
朱
補
）

　
　

15　

思
ヲ

 
諸

 
Ｂ
本
は
「
ナ
シ
、
大
仁
其
身
ノ
人
ヲ
疑
カ
イ
（
マ
マ
）
シ
ヲ
恥
マ
タ
思
フ
ヨ
（
マ
マ
）
ウ
、
真
ニ
」

と
イ
本
に
よ
り
補
入
。

六
五
2　

智
ノ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　

5　

乞
フ 

乙
Ｂ

　
　

10　

悪
義 

諸　
「
要
義
」
大　

北
野
Ｂ
Ｃ
の
四
本
の
傍
書
よ
り
て
訂
。

　
　

10　

令
説
聞
ス
ル
教
ヘ
傳
フ
テ 

★　
「
令
説
聞
ヌ
ル
教
ヘ
傳
テ
テ
今
其
法
」
北
「
令
説
聞
ヌ
ル
教
ヘ
傳
フ
テ
今
其
法
」
底
実
国
野
Ａ

　
　
　
　

令
其
法 

Ｃ
「
令
説
聞
ヌ
ル
教
ヘ
傳
フ
テ
令
其
法
」
乙
「
令
其
法
」
Ｂ
「
令
説
聞
ヌ
ル
教
ヘ
傳
テ
于
今
其
法
」

大　

北
本
傍
書
に
よ
り
訂
。

　
　

12　

目
ヲ
見
開
テ 

乙
Ｂ

　
　

15　

恐
テ
怖
ル
ヽ
事 

底
北
実
国
乙
Ａ
（
底
は
テ
に
チ
ヵ
と
朱
傍
）
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巻
十
一
第
五
話

六
六
5　

額
曰 

乙
Ｂ

　
　

6　

道
泗 

乙
Ｂ
（
彦
乙
Ｂ
の
麿
は
変　

呂
を
口
に
作
る　

彦
も
呂
を
口
に
作
る
）

　
　

6　

渡
ニ
ケ
リ 

「
渡
リ
ニ
ケ
リ
」
大

　
　

6　

法
師
ト 

諸

　
　

7　

来
レ
リ 

諸

　
　

8　

此
ヲ 

「
是
ヲ
」
大

　
　

8　

貴
ム
テ

 

諸
大　
「
Ｂ
本
は
、
元
亨
釈
書
に
よ
り
て
か
「
封
戸
扶
翼
ノ
童
子
ヲ
賜
フ
」
と
朱
補
。」

　
　

8　

此
ヲ 
諸　
「
意
不
通
。
或
は
古
体
の
ノ
（
乃
）
と
ヲ
（

）
と
の
相
似
に
基
く
誤
り
か
。」

　
　

9　

國

郡
ノ
人
也 
諸　
「
唐
人
を
本
邦
人
ら
し
く
見
せ
か
け
る
為
の
欠
字
と
す
る
な
ら
ば
、
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
。」

　
　
　
　

俗
姓
ハ

ノ
氏 

六
六
11　

形 

乙
Ｂ
大
「
杦
形
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ　

乙
Ｂ
両
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　

12　

我
レ
ニ
智
恵 

野
乙
Ｂ
「
我
レ
ニ

智
恵
」
大　

野
乙
Ｂ
欠
字
な
し
。

　
　

13　

心
柱
ノ
中 

諸

　
　

17　

廣
カ
リ
ケ
ル
ヲ 

諸
（
底
は
ヲ
に
イ
カ
ヽ
と
朱
傍
）

六
七
1　

天
皇
シ 

乙
Ｂ

　
　

3　

問
シ
衛
ケ
ル
ニ 

★　
「
問
ヒ
衛
ケ
ル
ヽ
」
諸
大
「
問
レ
答
ケ
ル
ニ
」
乙
Ｂ

　
　

5　

大
安
寺
ニ 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ

　
　

5　

第
二
門
ニ 

諸
（
底
は
門
に
問
ヵ
と
朱
傍
）
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巻
十
一
第
六
話

六
七
11　

玄
眆 

乙
Ａ
Ｂ

　
　

12　

ノ
郡 

諸
大

　
　

13　

ト
云
フ 

諸
大　

Ｂ
本
は
元
亨
釈
書
に
よ
り
て
か
「
義
淵
」
と
朱
補
。

　
　

14　

持
渡
シ 

諸
大

　
　

14　

霊

 

諸
大　

Ｂ
本
は
「
亀
二
年
入
唐
シ
テ
カ
ノ
国
ノ
」
と
朱
補
。

　
　

15　

智
周
法
師 

Ｂ
Ｃ

六
八
4　

云
ケ
ル 

野
乙
Ａ
Ｂ

　
　

7　

于
時 
諸
大　
「
一
日
の
区
分
と
見
れ
ば
、「
午
時
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」

　
　

8　

奇
異
ク 
Ａ
Ｃ
「
奇
異
ノ
」
底
北
実
国
野
乙
Ｂ
大
（
底
は
ノ
に
ク
ィ
と
朱
傍
）

 

「「
奇
異
ノ
思
ヲ
成
ス
」
と
「
奇
異
ク
思
合
タ
リ
ケ
リ
」
と
の
混
淆
か
。」

　
　

10　

大
宰
府 

乙
Ｂ

　
　

10　

國
觧
ヲ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
（
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
は
解
）

　
　

12　

此
ク
者 

諸
大
（
底
は
ク
に
ノ
ヵ
と
朱
傍
）

 

ノ
の
古
体
「
乃
」
の
誤
認
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

13　

御
手
代
ノ
東
人 

諸
大　

正
し
く
は
、
大
野
朝
臣
東
人
。

　
　

15　

下
ス 

底
（
底
は
ヌ
と
朱
訂
）

　
　

16　

公
御
為
ニ 

底
北
実
国
野
乙
Ａ

六
九
1　

儲
テ 

諸
（
儲
は
変
、
底
実
国
Ａ
は
隹
×
者
、
Ｂ
の
旁
は
討
、
底
は
儲
と
朱
傍
）

　
　

1　

弱
シ

 

「
弱
ル

」
大　

諸
本
欠
字
。
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Ｂ
本
、
何
に
拠
り
て
か
「
広
継
日
ゴ
ロ
テ
ウ
ア
イ
シ
ケ
ル
所
ノ
竜
馬
ア
リ
」
と
朱
補
。

　
　

1　

事

 

諸
大

 

Ｂ
本
、
何
に
拠
り
て
か
「
ア
タ
カ
モ
平
地
ヲ
走
」
と
朱
補
。

　
　

1　

海
ヲ
浮
テ 

乙
Ｂ
（
乙
の
浮
は
変
）

　
　

5　

死
ス 

底
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

6　

ノ
方
ヨ
リ 

「
奥
ノ
方
ヨ
リ
」
乙

　
　

7　

公
奉
リ
ツ 

底
北
実
国
Ａ
Ｂ
（
公
の
下
に
ニ
を
補
入
）

　
　

8　

且
公
ヲ 

諸
（
底
は
且
の
下
に
ハ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

8　

報
ム
セ
ト 
乙
Ｂ

　
　

10　

拾
ヒ
集
メ
テ
ソ 
乙
Ｂ

　
　

12　

鎮
ナ 

諸
大　
「「
ナ
」
に
作
る
が
、
文
意
不
通
。
カ
の
古
体
も
し
く
は
メ
を
か
く
誤
っ
た
も
の
と
す
る
な
ら

ば
、
鎮
圧
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
の
意
。」

巻
十
一
第
七
話

七
十
4　

講
師
ト
シ
給
フ
ニ 

Ｂ
Ｃ

　
　

4　

可
勤
キ
人 

北
野
Ｂ

　
　

5　

治
部
玄
番 

諸
大　
「
番
」
の
正
字
は
「
蕃
」

　
　

5　

市
シ 

諸
（
底
は
卒
ヵ
と
朱
傍
）
大
「
卒
」
乙

 

「
市
は
、「
率
」
の
草
体
の
変
も
し
く
は
「
師
」
の
省
文
「
巾
」
の
譌
。」

　
　

6　

行
ヌ 

諸
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8　

不
見
ス

 

諸
大

　
　

8　

南
天

 

諸
大

　
　

8　

天
竺

 

諸
大

　
　

9　

行
基
ノ 

乙
Ｂ

　
　

11　

日
本
ノ
人
ノ 

野
乙
Ｂ
大

 

諸
本
の
「
ヲ
」
を
野
・
乙
・
Ｂ
三
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　

13　

御
前
ニ
テ 

諸
（
底
は
テ
に
イ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

13　

不
朽
セ
ス 

乙
Ｂ
（
乙
の
朽
は
変
）

七
一
2　

祈
願
給
シ
ケ
ル 
諸
（
底
は
願
の
下
に
シ
ヵ　

シ
に
イ
カ
ヽ
ヒ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

3　

菩
提 
乙
Ｂ

　
　

3　

五
臺
山
ニ 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
五
大
山
ニ
」
底
実
国
野
大
（
底
は
大
に
臺
と
傍
書
）

 

正
字
は
「
五
臺
山
」

　
　

4　

利
益
セ
ム
カ
為
ニ 

Ｂ　

乙
は
脱

　
　

9　

其
レ
ヲ 

乙
Ｂ

巻
十
一
第
八
話

七
一
12　

監
真 

Ｂ

　
　

12　

戒
律 

諸
（
底
は
傳
目
六
と
朱
補
）

　
　

14　

于 

「
涼
于
」
諸
大　

正
し
く
は
「
淳
于
」

　
　

14　

云
ケ
ル
年 

乙
Ｂ
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14　

智
満
禅
師 

Ｂ

　
　

17　

震
旦
ニ 

野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

17　

國
ニ 

諸
大

七
二
1　

亦 

諸
大

　
　

3　

龍
興
寺
僧
共 

諸
（
底
は
寺
の
下
に
ノ
ヵ
と
朱
補
、
乙
の
共
は
変
）

　
　

4　

蔟
洲 

諸
大　

正
し
く
は
「
蘇
洲
」

　
　

6　

三
斗 

乙
Ｂ

　
　

9　

着
ヌ 

北
実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

11　

持
ツ
所
ハ 
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
大 

底
本
の
「
ノ
」
を
諸
本
に
よ
り
て
訂
。「
ノ
」
は
ツ
の
古
体
「
―
」
の
変
か
。

　
　

16　

沙
弥
戒
ヲ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

16　

惊 

「

惊
」
諸
（
底
は

に
賢
ヵ
と
朱
傍
、
乙
Ｂ
の
惊
は
変
）

　
　

17　

別
戒
壇
院
ヲ 

諸

　
　

17　

受
戒
シ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

七
三
2　

辞
ト
不
用
サ
レ
ハ 

「
辞
ト
不
用
レ
バ
」
大　

諸
本
の
「
ト
」
は
シ
テ
（
北
本
）
の
合
字
「
〆
」（
Ｂ
本
）
の
変
か
。

　
　

2　

新
田
新
ノ 

諸
（
底
は
下
の
新
に
部
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

5　

其
ノ

 

「
其

」
大
諸
本
欠
字
。

　
　

5　

ノ
後 

諸
大

　
　

5　

山
ニ

宣
ケ
ル 

諸
大

　
　

6　

三
日
マ
テ 

諸
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巻
十
一
第
九
話

七
三
12　

亘
宋 

乙
Ｂ

　
　

12　

帰
来 

乙
Ｂ
（
乙
Ｂ
は
歸
）

　
　

13　

扇
風 

大
「
屏
風
」
乙
「
肩
風
」
北

　
　

15　

亦
兒
夢
ニ 

乙
Ｂ

　
　

17　

敬
ヒ
貴
フ 

乙
Ｂ

七
四
2　

テ
文
ヲ 

諸
（
底
は
随
ヵ
と
朱
補
）「
随
テ
文
ヲ
」
大

　
　

3　

成
ル
ト
云 

諸
（
底
は
云
の
下
に
ト
モ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

4　

悟
レ 
諸
（
底
は
レ
に
ル
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

4　

兒
年
十
五
ニ
シ
テ 
乙
Ｂ
（
乙
Ｂ
は
児
）

　
　

9　

空
キ
事
也 

乙
Ｂ

　
　

12　

間 

諸
大　

Ｂ
本
は
行
状
集
記
に
よ
り
て
三
十
三
字
補
入
。

　
　

12　

延
暦
十

ト
云
フ
年 

諸
大　

Ｂ
本
、
行
状
集
記
に
よ
り
「
二
年
」
と
朱
補
。

　
　

13　

勤
操
僧 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　

13　

使
ヲ

 

諸
大

　
　

14　

年
二
十
也 

諸
大　

Ｂ
本
「
時
ニ
」
と
補
入
。

　
　

14　

名
ヲ
敢
テ 

諸
（
底
は
改
ヵ
と
朱
傍
）「
名
ヲ
取
テ
」
Ｂ
「
名
ヲ
改
テ
」
大

 

大
は
諸
本
の
傍
書
に
よ
り
て
訂
。

　
　

14　

同
十
四
年 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

16　

外
典
ヲ 

諸
（
底
は
ヲ
に
イ
カ
ヽ
と
朱
注
）
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16　

懐
ケ 

諸
（
底
は
ケ
に
ク
ヵ
と
朱
傍　

ケ
の
下
に
リ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

17　

鬼
願
ハ
ク
ハ 

乙
Ｂ
「
鬼
願
ク
ハ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
（
底
は
鬼
に
乞
ヵ
と
朱
傍
）

 

「
乞
願
ク
ハ
」
大　

諸
本
の
傍
書
に
よ
り
訂
。

七
五
5　

其
ノ
□ 

底
北
実
国
野
乙
Ｂ
大
（
Ｂ
は
人
ニ
歟
と
朱
補
）「
其
ノ
」
Ａ
Ｃ

　
　

6　

所
至
着
ク 

諸
（
底
は
所
の
下
に
ニ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

15　

曼

羅

付
属 

「
曼
陀
羅

付
属
」
大　

諸
本
欠
字
。

　
　

16　

天
下 

諸
大

七
六
4　

小
ニ
ハ
沙
門 

「
小
六
沙
門
」
諸
大

 
「
諸
本
か
く
作
る
が
こ
の
ま
ま
で
は
意
不
通
。
Ｂ
本
は
釈
書
「
外
示
小
国
沙
門
也
」
に
作
る
。」

　
　

5　

謝
シ
テ 
「
謝
シ
キ
」
大　

北
Ｂ
本
両
本
の
傍
書
に
よ
り
て
訂
。

　
　

7　

手
ニ
取
リ 

乙
Ｂ

　
　

8　

挟
メ
ル 

「
狭
メ
ル
」
大

　
　

9　

字
ノ
成
ヌ 

諸
（
底
は
ノ
に
ヲ
ヵ
と
朱
傍
）

 

「
こ
の
「
ノ
」
は
や
や
抵
抗
を
感
じ
る
表
現
な
の
で
「
ノ
」
に
甲
本
は
「
ヲ
」、
北
本
は
「
ト
」、
Ｂ

本
は
「
ニ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
傍
書
す
る
。」

　
　

9　

首
ヲ

テ 

諸
（
底
は
凰
ヵ
と
朱
補
）「
首
ヲ
凰
テ
」
大

七
七
2　

三
古 

乙
Ｂ

　
　

3　

入
ヌ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

　
　

5　

表
ヲ

天
下
ニ 

諸
大　
「
表
ヲ
」
は
意
不
通
。

　
　

5　

勅
ニ

施
ス 

諸
大
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8　

此
ヲ
見
テ 

乙
Ｂ

　
　

8　

手
ヲ
押
テ 

諸
（
押
に
底
は
拍
ヵ
、
北
は
抃
イ
・
打
、
Ｂ
は
抃
イ
と
朱
傍
）

 

「
手
ヲ
抃
テ
」
大　

大
は
北
Ｂ
両
本
の
傍
書
に
よ
り
て
訂
。

　
　

8　

感
ス
□ 

諸
（
底
の
ス
は
ヌ
に
近
し
、
諸
本
こ
の
下
一
字
分
空
格
）「
感
□
ス
」
乙
「
感
ズ
」
大

　
　

11　

厲
ニ
シ
テ 

底
北
実
国
乙
Ａ
（
底
は
属
ヵ
と
朱
傍
、
底
北
実
国
乙
Ａ
は

）

　
　

12　

幾
計
ソ 

北
実
国
野
乙
Ｃ

　
　

14　

真
言
教
テ
今 

底
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
（
底
は
テ
に
ノ
ヵ
と
朱
傍
）「
真
言
教
ヲ
今
」
野
Ｃ
「
真
言
教
于
今
」
大　

諸
本

「
于
」
を
「
テ
」
に
誤
る
。

巻
十
一
第
十
話

七
八
3　

本
近
江
ノ
國 

乙
Ｂ

　
　

5　

所
ニ
入
テ 

諸

　
　

11　

沙
門
ヲ 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

11　

昔
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
昔
ノ
」
底
北
実
国
野
大
（
底
は
シ
と
朱
傍
）

 

「
ノ
」
は
ノ
時
の
意
。

　
　

13　

法
文
ヲ 

諸
大

　
　

14　

弘
キ

事 

諸
大

七
九
3　

令
弘
シ 

諸
大
（
底
は
シ
に
ン
ヵ
と
朱
傍
）「
令
弘
」
乙

 

「
令
は
、
或
は
「
可
」
と
あ
っ
た
も
の
か
。」

　
　

3　

薬
師
佛
ヲ 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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7　

□
タ
ル 

諸
大

　
　

8　

自
ラ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

9　

社
詣
テ 

諸
（
底
は
社
の
下
に
ニ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

10　

願
ノ
如 

諸
（
底
は
如
の
下
に
ク
ヵ
と
朱
補
）

巻
十
一
第
十
一
話

七
九
14　

歸
来
語
第
十
一 

「
慈
覚
大
師
亘
唐
傳
顕
密
法
歸
来
語
第
十
一
」
大

八
十
7　

兒
ノ
中
ニ 

諸
（
北
Ｂ
は
夢
（
釈
書
）
と
朱
補
、
諸
は
児
）

　
　

9　

汝
カ

ト 
諸
大　

Ｂ
本
は
「
僧
」
と
朱
補
。

　
　

10　

有
ナ
レ
思
テ 
Ｂ

　
　

10　

年

歳 

諸
大　
「
Ｂ
本
は
元
亨
釈
書
に
よ
り
て
「
十
五
」
と
補
入
。」

　
　

12　

密
法
ヲ 

「
円
仁
ト
云
フ
顕
蜜
ノ
法
ヲ
」
大

　
　

16　

亡
□ 

乙
Ｂ
「
亡
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大
（
底
は
亡
の
下
に
挿
入
符
）

八
一
1　

使
追
来
テ 

乙
Ｂ

　
　

1　

求
ム
ル
ニ 

諸
大

　
　

2　

不
動
尊 

乙
Ｂ
「
不
動
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大

　
　

2　

見
ル
時
ニ 

諸
大

　
　

7　

強
ニ 

諸
（
底
は
ニ
に
ク
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

9　

已
ヒ
テ
ス 

「
亡
ヒ
テ
ス
」
諸
（
底
は
ヒ
テ
に
ロ
ホ
ヵ
と
朱
傍
、
Ｂ
の
亡
は
変
）「
亡
ス
」
乙
「
亡
ロ
ボ
ス
」
大

 

諸
本
の
「
亡
ヒ
テ
ス
」
を
、
底
本
の
傍
書
に
よ
り
て
訂
。
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10　

□
テ 

諸
大

　
　

12　

入
ヌ 

底
北
野
乙
Ａ
Ｂ
（
底
の
ヌ
は
ス
に
近
し
）

　
　

12　

一
ノ 

北
乙
Ｂ
「

ノ
」
底
実
国
野
Ａ
Ｃ
大

八
二
3　

指
シ

ヘ
テ 

諸
（
Ｂ
は
空
格
な
し
、
底
は
延
と
朱
補
）

　
　

3　

書
ク
ヲ 

乙
Ｂ

　
　

3　

 

★　
「

」
底
北
実
国
野
Ａ
（
底
は
纐

ヵ
と
朱
傍
）「
頼

」
乙
Ｂ
「

」
Ｃ
（
以
下
底
は
カ

ワ
ケ
チ
ヵ
と
朱
傍
す
る
ほ
か
、
大
略
同
じ
）「
纐

」
大

　
　

4　

保
テ 

大　

上
文
の
「
釣
リ
懸
テ
」
に
牽
か
れ
て
か
、
甲
・
北
両
本
は
「
保
」
に
「
係
」
と
傍
書
。

　
　

4　

着
シ
切
テ 
諸
大
（
北
以
外
の
着
は
異
体
、
底
は
着
に
サ
シ
ヵ
と
朱
傍
）　
「
差
」
の
変
か
。

　
　

5　

経
ケ
ル
所
ヲ 
乙
Ｂ

　
　

5　

既
ニ 

諸
大

　
　

7　

オ
ロ
ー
ロ
ケ
ニ
テ
ハ 

★　
「
オ
ボ
ロ
ケ
ニ
テ
ハ
」
乙
Ｂ
大
（
ホ
は
古
体
）「
オ
ロ
ヽ
ケ
ニ
テ
ハ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ

 

乙
Ｂ
に
よ
り
て
訂
。
諸
本
、「
ホ
を
ロ
に
作
る
は
、
ホ
の
古
体
の
か
な
「
鰍
」
を
解
読
す
る
能
わ
ざ

り
し
た
め
。」

　
　

8　

无
キ
所
也 

乙
Ｂ

　
　

11　

大
師

刀
ノ
方
ニ
向
テ 

★　
「
大
師
モ
寅
ノ
方
ニ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
「
大
師
丑
寅
ノ
方
ニ
」
乙
Ｂ
「
大
師
丑
寅
ノ
方
ニ
」

大

 

乙
Ｂ
両
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　

13　

大
師
衣
ノ
袖
ヲ 

諸
（
底
は
師
の
下
に
ノ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

16　

然
々
ノ
所 

底
北
実
国
Ｂ
（
ニ
を
補
入
、
底
北
実
国
Ｂ
は
〻
）
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16　

行
テ 

諸
（
底
は
テ
の
下
に
ト
ヵ
と
朱
補
）

八
三
3　

亡
ス
事 

野
Ｂ

　
　

4　

寺 

諸
大

巻
十
一
第
十
二
話

八
三
11　

流
星
ノ 

諸
大
「
次
の
語
に
直
接
せ
ず
。
恐
ら
く
脱
文
が
有
る
の
で
あ
ろ
う
。」

　
　

12　

ス
シ
テ 

諸
大　

甲
本
は
、
空
白
部
に
接
続
符
を
記
し
て
存
疑
。

　
　

12　

人
ニ 

諸
大

　
　

14　

有
リ 
大　
「
乙
本
の
「
有
ナ
リ
」
に
よ
り
て
補
読
。」

　
　

17　

論
語
書 
底
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
は
語
の
右
下
に
漢
と
傍
書
）「
論
語
漢
書
」
実
国
野
（
実
国
は
字
間
を
つ
め
て

補
入
）

 

諸
本
の
傍
書
に
よ
り
補
。

八
四
3　

経
及
ヒ 

乙
Ｂ
大
「
経
ニ
及
ヒ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ

 

乙
Ｂ
両
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　

7　

現
シ
テ 

乙
Ｂ

　
　

8　

誰
人
ソ
ト 

乙
Ｂ

　
　

8　

我
レ
ハ
此
レ 

乙
Ｂ
大
「
我
レ
ハ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ

 

乙
Ｂ
両
本
に
よ
り
補
。

　
　

11　

宗
ニ 

乙
Ｂ
「
宋
ニ
」
底
北
実
国
野
（
北
の
宋
は
変
）「
唐
ニ
」
大　
「
唐
と
あ
る
べ
き
を
諸
本
「
宋
」
に
作

る
の
は
、
唐
・
宋
の
二
語
、
類
音
な
る
上
に
、
本
集
の
編
纂
年
代
に
係
け
た
も
の
か
。
類
例
は
頗
る
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多
い
。」

　
　

14　

次
ノ
日 

乙
Ｂ

　
　

16　

俳
 

乙
Ｂ

　
　

16　

欽
良
暉 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｂ
（
底
は
欽
の
下
に
フ
ヵ
と
朱
補
）

八
五
1　

心
至
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

1　

其
時
ニ

 

諸
大

　
　

2　

金
人

 

諸
大

　
　

2　

金 

Ａ
Ｃ

　
　

4　

暫
ク
住
ス 
Ｂ

　
　

6　

亦
昔 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

10　

五
鼓 

「
呉
皷
」
乙
「
五
皷
」
大

　
　

15　

礼
拝
シ
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
礼
拝
シ
ケ
リ
」
底
北
実
国
野
大

八
六
3　

年 

諸
大

 

北
Ｂ
の
二
本
は
元
亨
釈
書
に
よ
り
て
、「
大
中
十
二
年
」
と
補
。

　
　

4　

帰
朝
ノ
由
ヲ 

野
乙
Ｂ
（
野
乙
Ｂ
は
歸
）

　
　

4　

遣
シ
テ 

諸
（
底
は
遣
の
上
に
使
ヲ
ヵ
と
朱
補
）「
遣
テ
」
乙
「
使
ヲ
遣
シ
テ
」
大　

諸
本
「
使
ヲ
」
ヲ
欠

く
。
底
北
Ｂ
の
朱
傍
に
よ
り
て
補
。（
北
本
は
元
亨
釈
書
に
よ
る
旨
を
記
す
）。

　
　

5　

迎
ヌ

 

諸
大

　
　

6　

比
叡
ノ

 

諸
大

　
　

6　

光
院
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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7　

香
水
ヲ
持
来
レ
リ 

乙
Ｂ

　
　

12　

四
月
□
日 

諸
大

　
　

16　

云
テ
ナ
ム

 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
（
底
は
ム
ナ
に
朱
圏
点
）「
云
テ
ム
ナ
」
Ｂ
「
云
テ
ナ
ム
」
乙
大　

乙
本
に
よ
り

て
訂
。

　
　

16　

皆
〔　

脱　

〕
其
後 

「
皆
〔
悲
ミ
貴
ビ
ケ
ル
。
是
ニ
非
ズ
奇
異
ノ
事
多
カ
レ
バ
、
世
擧
テ
貴
ビ
ケ
ル
事
无
限
シ
。〕
其
後
」

大

八
七
1　

我
ノ
門
徒
ヲ 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｂ
（
底
は
の
に
カ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

2　

諍
フ
事
有
リ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
一
第
十
三
話

八
七
5　

造
東
大
寺 

乙
Ｂ

　
　

6　

居
長

丈 

諸
大

　
　

9　

然 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｂ

　
　

12　

多
ノ

 

諸
大

　
　

12　

御

 

諸
大

八
八
1　

造
ル
ヽ 

乙
Ｂ

　
　

3　

告
テ
云
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

5　

喬
立
ル 

諸
（
底
北
実
国
の
喬
は
変
、
下
部
を
田
に
作
る
）

　
　

8　

行
ヲ 

乙
Ｂ

　
　

8　

□
夢
ニ 

諸
大



二
七

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十一の本文の位置づけ

　
　

13　

幾
ノ
程
ヲ 

乙
Ｂ

　
　

14　

漉
イ 

諸
（
漉
は
変
、
底
は
漉
キ
ヵ
と
朱
傍
）「
漉
キ
」
乙
Ａ
Ｃ
「
漉
ク
」
大　

多
く
ク
を
イ
に
作
る
を
、

譌
と
見
て
訂
。

　
　

15　

皆 

諸
大

　
　

16　

金
ハ
色 

諸
本
欠
字
「
金
ハ

色
」
大

　
　

16　

色
ニ
シ
テ

 

諸
本
欠
字
「
色
ニ
シ

」
大

八
九
1　

他
人 

諸
（
底
は
他
に
化
と
朱
傍
）

巻
十
一
第
十
四
話

八
九
6　

奉
宮
ニ
テ
御
マ
シ
ケ
ル
ニ 
Ｂ
「
春
宮
ニ
テ
御
ケ
ル
ニ
」
乙
「
春
宮
ニ
テ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大

　
　

7　

犯
シ
テ 

諸
（
底
は
テ
に
シ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

7　

思
フ 

北
Ｂ

　
　

9　

我
ノ
山
階 

大　

乙
本
以
外
は
、
ノ
を
有
す
る
。

　
　

13　

タ
メ
シ
テ 

諸
大
（
底
は
タ
メ
に
移
ヵ
と
朱
傍
）

 

「
諸
本
か
く
作
る
が
、
意
不
明
。
メ
が
フ
の
誤
写
な
ら
ば
、
名
義
抄
・
字
類
抄
に
タ
フ
ル
・
タ
フ
ス

と
よ
む
「
撥
」
か
ら
ハ
ラ
フ
の
語
義
が
予
想
さ
れ
る
。
即
ち
、
ひ
き
は
ら
っ
て
の
意
。
或
は
、「
移
」

の
省
文
「
多
」
を
タ
メ
と
誤
り
よ
ん
だ
も
の
か
。」

九
十
2　

此
レ
也 

「
是
也
」
大

　
　

2　

ト
ナ
ム 

「
ト
ナ
ム
〔
以
下
缺
〕」
大

　
　
　
　

 

約
二
十
字
と
一
行
分
欠
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巻
十
一
第
十
五
話

九
十
6　

金
堂
ハ

丈 

「
金
堂
ニ
ハ

丈
」
大　

諸
本
欠
字
。

　
　

8　

生
天
子
國 

諸

　
　

8　

國
有
ケ
リ
國
王
ヲ
ハ 

乙
Ｂ
（
乙
Ｂ
は
国
）

　
　

10　

シ
レ
ラ
ム 

乙
Ｂ
（
乙
の
ム
は
ン
）

　
　

14　

暗
夜 

諸
（
底
は
夜
の
下
に
ニ
を
朱
補
）

　
　

14　

風

放
テ 

乙
Ｂ

　
　

14　

不
慮
ニ 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　

17　

命
ハ
佛
ヲ 
Ｂ

九
一
1　

佛
ヲ
造
ル
者 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

5　

可
返
キ
也 

諸
（
底
は
也
の
下
に
ト
ヵ
と
朱
補
）

　
　

7　

態
ハ 

乙
Ｂ

　
　

8　

座
ヲ
下
テ 

Ｂ

　
　

9　

満
ヌ 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　

9　

童
子
ノ 

諸
大

　
　

10　

也 

諸
大

　
　

10　

閑
ナ
ル
ヲ
令
見
給
ヘ
ハ 

乙
Ｂ

　
　

12　

御
本 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｂ
「
御
本
意
」
Ｃ
「
御
木
」
乙
大

 

乙
本
に
よ
り
訂
。

　
　

12　

童
子
ニ
云
ニ
隨
テ 

★　
「
童
子
云
ニ
随
テ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大
「
童
子
ノ
云
ニ
随
テ
」
乙
「
童
子
ニ
云
随
テ
」
Ｂ



二
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13　

造
ル
ト 

Ｂ
「
造
ル
カ
ト
」
乙
「
造
ヲ
ト
」
諸
大

九
二
5　

兜
率
内
院
ニ 

乙
Ｂ

　
　

6　

人
民
ニ 

底
北
実
国
乙
Ａ
Ｃ
（
底
北
実
国
乙
Ａ
Ｃ
は
民
の
字　

一
点
を
増
画
す
る
）

　
　

14　

海
中
ニ
シ
テ 

諸
大

　
　

15　

海
ノ
面

 

諸
大

　
　

17　

取
ツ 

諸

九
三
12　

佛
眉
間 

乙
Ｂ

　
　

14　

滅
ス
ル
比 

乙
Ａ
Ｂ

　
　

14　

不
知
ヌ
鳥 
北
実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

15　

波
堂
ノ
前
ニ 
底
北
実
国
乙
Ａ
Ｃ
（
乙
の
ノ
は
之
）

九
四
1　

佛
ヲ 

諸

　
　

2　

給
ヒ
テ 

「
給
テ
」
大

 

下
句
よ
り
主
格
が
転
換
す
る
際
の
一
種
の
常
套
表
現
と
見
な
い
と
、
接
続
が
尋
常
で
な
い
。
北
本
、

傍
書
の
如
く
脱
文
を
予
想
す
る
の
は
非
。

　
　

3　

云
フ
ニ 

諸
大

　
　

3　

瀇
シ
奉
レ
リ 

乙
Ｂ

　
　

4　

以
テ 

諸
大

　
　

6　

未
代
及
テ 

諸
（
底
は
代
の
下
に
ニ
ヵ
と
朱
補
）

　
　

7　

何
ノ
故
有
テ
カ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
ノ
は
之
）

　
　

11　

其
門 

諸
（
底
は
問
ヵ
と
朱
傍
）
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12　

諸
堂
ニ 

諸
（
底
は
ニ
に
ヲ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

16　

兜
率
ニ 

乙
Ｂ

　
　

16　

礼
可
奉
シ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
一
第
十
六
話

九
五
5　

熊
凝
ノ 

Ｃ

　
　

9　

天
暦
天
皇
ノ
御
代
ニ 

諸
大　

三
宝
絵
は
「
天
智
天
皇
ノ
ヨ
ニ
」

　
　

10　

三
人
ノ

 

諸
大

　
　

11　

讃
ル

 
諸
大

　
　

11　

不
異
ス
ニ
テ 
Ｂ

　
　

17　

措
シ
刀
ノ
錯 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
「
措
シ
カ
ノ
錯
」
Ｂ
「
猶
シ
刀
ノ
錯
」
乙
大

 

諸
本
の
「
措
」（「
猶
」
の
異
体
の
変
）
を
乙
本
に
よ
り
て
訂
。

九
六
2　

書
ニ
モ
非
ス
シ
テ 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

3　

此
ニ
ハ 

「
是
ニ
ハ
」
大

　
　

3　

不
過
ス
ト
云
ト
見
テ 

乙
Ｂ
「
不
過
ト
云
テ
見
テ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
「
不
過
ト
云
ト
見
テ
」
大　

乙
・
Ｂ
両
本
に
よ
り
て

訂
。

　
　

8　

大
キ
寺
ヲ 

諸
「
大
寺
」
乙

　
　

8　

思
シ
キ 

諸
（
底
は
シ
に
ヒ
歟
と
朱
傍
）

　
　

11　

大
安
寺
ハ 

諸

　
　

12　

天
平
七
年 

諸
大　

縁
起
・
三
宝
絵
観
智
院
本
「
十
七
年
」
三
宝
絵
前
田
家
本
「
十
四
年
」
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13　

寺
ノ 

諸
大

　
　

14　

子
部
ノ

 

諸
大

　
　

14　

用
ヘ
ル
ニ 

諸
大　
「
用
ヰ
ル
に
い
わ
ゆ
る
完
了
の
助
動
詞
リ
の
連
体
形
を
接
続
せ
し
め
た
つ
も
り
か
、
或
は
事

情
が
手
伝
っ
て
か
か
る
形
を
馴
致
し
た
も
の
か
。」

　
　

14　

依
テ
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

15　

寺
ヲ 

諸
（「
寺
ヲ
」
以
下
諸
本
彦
は
第
十
七
話
の
話
の
始
め
の
「
今
」
に
直
接
し
て
い
る
、
底
は
「
今
以

下
文
当
有
次
第
十
七
条
」
と
頭
注
）

 

「
諸
本
第
一
行
に
直
接
す
る
が
、
文
意
続
か
ぬ
の
で
欠
文
が
有
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
三
宝
絵
観

智
院
本
は
、
こ
れ
よ
り
後
九
行
の
文
を
有
し
（
前
田
家
本
も
、
大
略
同
趣
）、
完
結
す
る
が
、
本
語

を
茲
で
中
断
せ
し
め
た
の
は
、
三
宝
絵
の
記
事
の
内
容
が
大
般
若
経
の
事
に
傾
き
過
ぎ
て
い
る
為

と
、
一
は
そ
の
末
文
「
ア
ラ
ハ
ニ
是
仏
ノ
法
ノ
道
ヲ
モ
チ
テ
神
ノ
瞋
ノ
ホ
ノ
ホ
ヽ
ト
ヽ
メ
タ
ル
ナ
ル

ヘ
シ
」（
観
智
院
本
）
が
前
文
と
重
複
す
る
趣
き
を
持
つ
の
と
、
二
つ
の
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ

ろ
う
。」

巻
十
一
第
十
七
話

九
七
2　

標
目
欠 

乙
（
全
く
標
目
を
欠
く
）

　
　

3　

令
天
皇 

乙
Ｂ

　
　

3　

ト
云
フ 

諸
大

　
　

4　

安
置
シ
給
ヒ
ツ 

Ｂ

　
　

5　

□
坊 

諸
大
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6　

定
テ
入
テ 

諸

　
　

6　

行
テ

 

諸
大

　
　

6　

テ
今 

底
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
「
于
今
」
野
Ｃ
大　

Ｃ
本
に
よ
り
訂
。

　
　

7　

亦 

諸
大

　
　

7　

受
タ
ル
人 

諸
大

巻
十
一
第
十
八
話

九
七
15　

思
食
ケ
ル 

諸
大　
「
思
食
ケ
ル
ニ
」
乙
「
思
食
テ
ケ
ル
」
Ｃ

 
諸
本
「
ニ
」
な
し
。
思
食
ケ
ル
ニ
の
意
。

　
　
　
　

巻
十
一
第
十
八
話
の

　
　
　
　
「
云
寺
」
の
後

　
　
　
　

約
十
字
と
十
行
と

　
　
　
　

半
枚
空
白

巻
十
一
第
十
九
話

　
　
　
　

巻
十
一
第
十
九
話

　
　
　
　

の
標
目
な
し 

底
は
一
葉
空
白

巻
十
一
第
二
十
話

　
　
　
　

聖
徳
太
子
建
法
隆
寺 

大
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語
第
二
十

一
枚
空
白
あ
り 

底
は
一
葉
空
白

巻
十
一
第
二
十
一
話

九
八
10　

御
伯
父
ノ 

乙
Ｂ
（
乙
の
ノ
は
之
）

　
　

10　

帰
依
ス
ル
國 

諸
（
底
は
國
に
問
ヵ
と
朱
傍
）

　
　

12　

成
リ
給
ヒ
ヌ 

乙
Ｂ

　
　

13　

守
屋
ニ
告
テ 

大　

諸
本
の
「
造
」
を
乙
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
四
本
に
よ
り
て
訂
。「「
造
」
に
は
ツ
ク
の
訓
あ
れ
ど
名

義
抄
に
も
「
告
」
と
あ
る
よ
り
見
れ
ば
「
告
」
の
増
画
か
。」

　
　

17　

軍
ヲ

其
軍 
「
軍
ヲ 

發
テ
、
城
ヲ
固
メ
テ
禦
キ
戦
フ
。
其
軍
」
大　

諸
本
欠
字
。
一
話
に
よ
り
て
大
底
Ｂ
補
。

九
九
1　

退
キ

シ
テ 

「
退
キ 
返
ル
。
其
時
ニ
、
太
子
ノ
御
年
十
六
歳
ニ 

シ
テ
、」
大　

諸
本
欠
字
。
一
話
に
よ
り
て
大
底

Ｂ
補
。
但
し
、
末
尾
は
「
十
六
歳
也
」
と
あ
り
。

　
　

2　

像
ニ
刻
テ 

乙
Ｂ
「
像
ヲ
刻
テ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大

　
　

2　

捧
サ
ヽ
ケ
テ 

「
捧
ケ
テ
」
大　

Ｂ
に
は
全
訓
「
サ
ヽ
」
と
あ
り
。「
テ
は
命
令
形
。」

　
　

3　

令
勝
給
タ
ラ
ハ 

Ｂ
「
令
メ
勝
タ
給
タ
ラ
ハ
」
乙
「
令
勝
タ
ラ
バ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大

　
　

5　

鐙
ニ
當
テ 

諸
（
底
は
鎧
歟
と
朱
傍
）

　
　

5　

迹
見
ノ
赤
榑
ト 

大　

乙
本
に
は
全
訓
「
ミ
」
あ
り
。

　
　

6　

落
ヌ 

諸

　
　

9　

玉
造
ノ 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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巻
十
一
第
二
十
二
話

一
〇
〇
4　

ト
云
フ
人
ヲ 

諸

　
　
　

7　

木

 

諸

　
　
　

7　

迯
テ
去
ヌ 

諸

　
　
　

8　

可
伐
キ
也 

諸
大

　
　
　

9　

此
度
モ 

Ｂ
「
此
ノ
度
ヒ
」
乙
「
此
ノ
度
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
「
此
ノ
度
モ
」
大　

諸
本
「
モ
」
な
き
を
、
Ｂ

本
に
よ
り
て
訂
。

　
　
　

11　

云
テ 

乙
大
「
云
キ
」
諸 

諸
本
の
「
云
キ
」
を
、
乙
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　
　

12　

死
ス
ル
ト 
乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

居
ス 
諸
（
底
は
ヌ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　
　

17　

中
臣

ヲ 

諸
（
底
野
乙
Ａ
Ｂ
の
祭
は
異
体
、
彦
実
国
は
そ
の
変
、
底
は
祭
ヵ
と
朱
傍
し
祭
の
下
に
文
ヵ
と
朱

補
）「
中
臣
祭
文
ヲ
」
大　

諸
本
「
文
」
な
き
を
底
本
朱
傍
、
下
文
の
「
中
臣
祓
」
に
よ
り
て
補
。

一
〇
一
1　

歎
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

2　

音
モ
セ
ス
成
ヌ 

乙
Ｂ
「
音
モ
セ
ヌ
」
Ａ
Ｃ
「
音
モ
セ
ズ
」
底
北
実
国
野
大

　
　
　

2　

聞
ツ
ト
思
テ 

乙
Ｂ

　
　
　

4　

一
人
ト 

★　
「
一
人
モ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大
「
一
人
」
乙
Ｂ

　
　
　

5　

不
漸
ク 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｂ
（
不
に
木
歟
と
傍
書
）

　
　
　

6　

去
ヌ 

北
野
乙
Ｂ

　
　
　

7　

其
鳥
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

攝
佛 

諸
（
底
は　

イ
と
朱
傍
）
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10

リ 

諸
大

　
　
　

12　

年
八
十

 

諸
大

　
　
　

12　

去
ケ 

諸
（
底
は
ケ
に
テ
イ
と
朱
傍
）

　
　
　

13　

頭
ヲ
方
ノ 

「
頭
ノ
方
ノ
」
諸
大　

諸
本
か
く
作
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
意
不
通
。「
御
頭
ノ
方
ヲ
」
と
あ
る
べ
き

ヲ
が
、
ノ
に
牽
引
同
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
〇
二
5　

傳
ヘ
タ
ル
ト
也 

乙
Ｂ

巻
十
一
第
二
十
三
話

一
〇
二
9　

息
ニ 
乙
Ｂ
「
澳
ニ
」
大　
「
興
」
の
異
体
字
「
緕
」
の
譌
に
意
義
上
三
水
を
増
画
し
た
も
の
か
。

　
　
　

10　

 
乙
Ｂ

　
　
　

10　

晝
ハ 

北
野
Ａ
Ｃ

　
　
　

11　

而
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

聞
テ
栖
野
ニ 

諸
（
底
は
栖
の
上
に
屋
ヵ
と
朱
補
）

　
　
　

16　

曽
我
ノ 

乙
Ｂ

一
〇
三
3　

奉
レ
ト 

諸
大

　
　
　

3　

使
ト
シ
テ

 

諸
大

　
　
　

7　

國
ク
辞
シ
テ 

乙
Ｂ

　
　
　

9　

現
光
ニ 

諸
（
底
は
光
の
下
に
寺
下
ニ
見
ユ
と
朱
補
）

　
　
　

10　

放
チ
給
ヘ
リ 

諸
（
底
は
リ
に
ル
ヵ
と
朱
傍
）
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巻
十
一
第
二
十
四
話

一
〇
四
1　

洗
キ
立
テ
リ 

諸
（
底
は
キ
に
テ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　
　

2　

瓰

 

諸

　
　
　

2　

落
ヌ 

諸

　
　
　

3　

仙
ノ
行
ヒ
タ
ル 

諸
（
底
は
ノ
に
ヲ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　
　

3　

形
于
今 

乙
大
「
形
チ
于
今
」
Ｃ
「
形
テ
今
」
Ｂ
「
形
チ
今
」
底
北
実
国
野
Ａ　

乙
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　
　

4　

馬
ヲ
責
ケ
ル 

諸
大　
「「
賣
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。」

　
　
　

7　

被
催
テ
出
ヌ 

乙
Ｂ

　
　
　

8　

聞
テ
問
テ
云
ク 
乙
Ｂ
「
聞
テ
云
ク
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大

　
　
　

9　

吉

女 
諸
大

　
　
　

10　

前
ニ 

諸
大

　
　
　

13　

不
失
シ 

Ｂ

　
　
　

14　

令
飛
メ
ヨ
カ
シ 

乙
Ｂ
「
飛
シ
テ
ヨ
カ
シ
」
Ｃ
「
飛
メ
ヨ
カ
シ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大

一
〇
五
1　

奴
カ
ナ
ト 

諸

　
　
　

5　

怪
ヒ
思
フ
間
ニ 

乙
Ｂ

　
　
　

11　

唐
ヘ
シ 

Ｂ

巻
十
一
第
二
十
五
話

一
〇
五
16　

真
言
教 

諸
（
底
は
教
の
下
に
ヲ
と
朱
補
）

一
〇
六
1　

守
智
ノ
郡
ニ 

諸
（
底
は
守
に
宇
と
朱
傍
）



三
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2　

身
帯
セ
リ 

諸

　
　
　

8　

大
師
ヲ
相 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
大
師
ニ
相
」
底
北
実
国
野
大
（
底
は
ニ
に
ヲ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

9　

此
ノ
山
ノ
王
也 

「
此
山
ノ
王
也
」
諸
大　

原
姿
は
「
主
」
か
。

　
　
　

9　

直
シ
ツ 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
（
底
は
ソ
に
ク
と
朱
傍
）

　
　
　

10　

臥
タ
ル
カ
如
ニ
テ 

乙
Ｂ

　
　
　

17　

結
跏
跌
坐
シ
テ 

乙

一
〇
七
3　

般
若
寺
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

詣
テ 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

不
覚
ニ 
乙
Ｂ

　
　
　

9　

泣
キ
悲
レ
テ
ハ 
Ｂ

　
　
　

10　

自
然
テ 

底
北
Ｂ
Ｃ
（
底
は
ラ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　
　

11　

山
中
也
ト
云
ヘ
㎞ 

野
乙
Ｂ

巻
十
一
第
二
十
六
話

一
〇
八
6　

管
符
ヲ 

Ｂ

　
　
　

17　

比
叡
山
ヲ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
〇
九
3　

最
證 

「

証
」
乙
Ｂ
「

勝
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大

　
　
　

5　

昇
ル 

乙
Ｂ

　
　
　

7　

綻
□
タ
ル
ニ 

底
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
大
「
綻
タ
ル
ニ
」
野
Ｃ
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巻
十
一
第
二
十
七
話

一
〇
九
12　

志
之 

諸
（
底
は
之
に
シ
ヵ
、
文
イ
と
朱
傍
）

　
　
　

16　

宗
ヨ
リ 

乙
Ｂ

一
一
〇
7　

 

「
椙
」
底
北
実
国
野
大
「
榲
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｂ
は
変
）　

但
し
底
北
実
国
乙
Ａ
は
手
偏
に
作
る　

正

字
は
「
榲
」

　
　
　

7　

精
進
ニ
シ
テ 

乙
Ｂ
「
精
進
シ
テ
」
底
北
実
国
Ａ
Ｃ
大

巻
十
一
第
二
十
八
話

一
一
一
5　

天
皇
ノ
生
レ
給
ヘ
ル 
乙
Ｂ

　
　
　

6　

産
湯
ノ
水
ヲ 
乙
Ｂ

　
　
　

12　

歳
ニ 

諸
大

　
　
　

13　

此
ノ
寺
ヲ 

Ｂ

　
　
　

17　

此
ノ
寺
ヲ 

Ｂ

一
一
二
1　

憑
ム 

乙
Ｂ
「
頼
ム
」
大

 

「
打
聞
集
に
よ
り
て
補
読
。
打
聞
お
よ
び
乙
・
Ｂ
両
本
の
「
憑
」
の
方
が
用
字
と
し
て
は
古
い
。」

　
　
　

1　

誰
不
知
ス 

Ｂ

　
　
　

1　

有
ル
□ 

諸
大

　
　
　

1　

見

 

諸
大

　
　
　

7　

弘
ヌ 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
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巻
十
一
第
二
十
九
話

一
一
二
13　

粟
津 

諸
大
「
諸
本
か
く
作
る
が
、
三
宝
絵
・
略
記
・
童
蒙
抄
等
、
す
べ
て
「
大
津
宮
」
に
作
る
。」

一
一
三
7　

帽
子
ヲ
シ
テ 

諸
（
底
北
の
ヲ
は
ラ
に
近
し
、
底
は
ヲ
と
朱
傍
）

　
　
　

10　

仙
 

諸
大

　
　
　

11　

召
テ 

諸
大

　
　
　

13　

御
燈
明
ヲ 

諸

一
一
四
4　

御
指
ノ 

乙
Ｂ

　
　
　

5　

難
詣
カ
リ
ケ
リ 

乙
Ｂ

　
　
　

5　

改
ツ
程
ニ 
諸
（
底
は
改
に
政
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

8　

幾
ノ
程 
Ｂ

　
　
　

9　

死
ケ
リ 

乙
Ｂ

　
　
　

9　

験
无
ク
テ
ハ
有
ル 

Ｂ
「
験
モ
无
ク
テ
有
ル
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大
「
験
モ
无
ク
テ
ハ
有
ル
」
乙
「
験
无
ク
テ
ハ
有
ル
」

Ｂ

 

「
こ
の
連
体
形
止
め
の
意
味
は
乙
本
「
験
モ
无
ク
テ
ハ
」、
Ｂ
本
の
「
験
无
ク
テ
ハ
」
の
如
く
ハ
の
結

び
と
考
う
べ
き
か
。」

　
　
　

9　

弃
異
ノ 

Ｂ

巻
十
一
第
三
十
話

一
一
四
17　

籠
メ

纏
テ 

諸
大　

Ｂ
本
は
「
谷
ヲ
」
と
朱
補
。

一
一
五
1　

山
ノ

ニ 

底
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
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5　

乗
タ
ル
馬
モ 

乙
Ｂ

　
　
　

6　

立
マ
タ
リ 

諸
（
底
は
タ
の
下
に
カ
歟
、
マ
タ
リ
に
ト
マ
レ
リ
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

7　

下
□
也 

諸
大

　
　
　

8　

魂
ヲ
イ
ツ
キ 

諸
大　
「
こ
の
ま
ま
で
は
意
不
通
。「
驟
」
の
訓
、
ウ
グ
ツ
キ
が
古
語
の
た
め
理
解
す
る
能
わ
ざ
る
ま

ま
、
ウ
↓
ヲ
、
ク
↓
イ
と
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ウ
グ
ツ
キ
は
、
抑
え
ん
と
し
て
抑
え
る
能
わ

ざ
る
状
態
、
馬
な
ら
ば
、
は
や
り
に
は
や
る
、
人
間
な
ら
動
悸
を
静
め
が
た
き
状
態
を
指
す
。」

　
　
　

9　

座
セ
ム 

乙
Ｂ

　
　
　

11　

尋
ム
ニ
注
シ
ニ 

乙
Ｂ
「
尋
ム
注
シ
ニ
」
大

　
　
　

13　

麓
ノ
砌
ニ 
乙

　
　
　

15　

迸
ル 
北
乙
Ｂ

一
一
六
4　

□
殖
ツ 

諸
大

巻
十
一
第
三
十
一
話

一
一
六
10　

出
タ
リ
ケ
リ
時 

乙
Ｂ

　
　
　

11　

流
テ
出
寄
タ
リ
ケ
リ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

一
人
无
シ 

乙
Ｂ

　
　
　

14　

至
タ
ル
ニ 

乙
Ｂ

一
一
七
1　

力
ラ
加
ヘ
テ 

乙
Ｂ

　
　
　

3　

死
ス 

底
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

□
ヲ
聞
ク
ニ 

諸
大
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10　

而
ル
ニ
徳
道 

乙
Ｂ
大
「
徳
道
」
底
北
実
国
Ａ
Ｃ

 

諸
本
「
而
ル
ニ
」
な
き
を
乙
・
Ｂ
両
本
に
よ
り
て
補
。

　
　
　

11　

木
堪
ス 

底
実
国
乙
Ａ
Ｃ
（
底
は
木
に
不
イ
と
朱
傍
）

　
　
　

11　

然
レ
ハ
徳
道 

乙
Ｂ
大
「
徳
道
」
底
北
実
国
Ａ
Ｃ

 

諸
本
「
然
レ
ハ
」
な
き
を
乙
・
Ｂ
両
本
に
よ
り
て
補
。

　
　
　

11　

 

「

」
諸
大
（
乙
Ｂ
は
変
）

 

「
哭
」
の
異
体
「「

」
の
変
と
踊
り
字
と
を
合
字
に
し
た
も
の
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
乙
本
の
字
体
は
、

最
も
右
に
近
い
。」

　
　
　

12　

此
ノ
願
ヲ 
北
実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

丈
ノ
下
ニ 
諸
大
（
底
は
タ
ケ
ヵ
獄
也
ベ
シ
と
朱
注
）「「
獄
」
の
借
字
か
。」

　
　
　

16　

立
奉
レ
ト 

乙
Ｂ
大　
「
奉
レ
ト
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ 

諸
本
「
立
」
な
き
を
乙
・
Ｂ
両
本
に
よ
り
て
補
。

　
　
　

17　

観
音
ヲ 

乙
Ｂ

一
一
八
2　

此
朝
ニ
シ
テ 

諸
（
底
は
テ
に
或
モ
歟　

ニ
シ
テ
に
ノ
ミ
ニ
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

2　

國
ニ
テ 

諸
（
底
は
テ
に
モ
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

3　

運
ニ 

底
実
国
野
乙
Ｂ
Ｃ
（
底
は
ニ
に
ヒ
歟
と
朱
傍
）

巻
十
一
第
三
十
二
話

一
一
八
8　

賢
心
ニ
専
ニ 

諸
大
（
底
は
心
の
下
に
々
と
朱
補
）「
賢
心
専
ニ
」
乙

 

「「
賢
」
を
衍
文
と
見
る
べ
き
か
、
ニ
を
ニ
於
て
の
意
と
取
る
べ
き
か
。」

　
　
　

11　

ヌ 

北
野
乙
Ｂ
Ｃ
（
彦
Ｂ
の
知
は
変
）
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14　

一
人
ノ
俗
□ 

諸
大

　
　
　

15　

□
ハ 

諸
大

一
一
九
1　

汝
ヲ
待
ツ
ト 

乙

　
　
　

9　

曙
ヌ
レ
㎞ 

野
Ａ
Ｂ
（
野
Ａ
Ｂ
は
ト
モ
）

　
　
　

11　

返
来
ス 

乙

　
　
　

12　

三
年
ヲ
過
ヌ 

乙
Ｂ

　
　
　

13　

石
京
ノ
人
ヲ
貫
ナ
リ
テ 

「
右
京
ノ
人
ヲ
貫
ナ
リ
テ
」
諸
大

 

「「
右
」
は
「
古
」
の
譌
か
。「
貫
ナ
リ
テ
」
は
こ
ぞ
り
て
の
意
。」

　
　
　

16　

楽
テ
心
有
リ 
諸
（
底
は
テ
に
キ
ヵ
と
朱
傍
、
諸
は
樂
）

一
二
〇
1　

未
タ
丱
ナ
ル
ソ
ト 
「
未
タ
葉
ナ
ル
ソ
ト
」
Ｂ

　
　
　

3　

子
嶋

恩
ノ 

「
小
嶋

恩
ノ
」
大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

4　

水
ノ
流
シ
事 

諸
大

　
　
　

4　

隠
レ
ニ
シ
事 

諸
（
底
は
レ
に
シ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　
　

5　

見
付
タ
リ
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
見
付
タ
シ
」
底
実
国
野
大
（
底
は
タ
の
下
に
リ
ヵ
と
朱
補
）「
見
付
タ
レ
」
北

 

「
古
本
か
く
作
る
は
「
見
付
タ
リ
シ
」
の
音
便
形
「
見
付
タ
ッ
シ
」
の
表
記
と
見
る
。」

　
　
　

6　

賢
ニ 

諸
大
（
底
北
実
国
の
ニ
は
補
入
、
底
は
賢
の
下
に
心
ヵ
と
朱
補
）

 

「
賢
ク
」
乙 「
賢
」
は
「
賢
心
」
の
略
。

　
　
　

6　

汝
カ
年
来
ノ 

乙
Ｂ
「
汝
ヂ
年
来
ノ
」
底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ
大

　
　
　

9　

敬
ス
間 

諸
（
底
は

ヵ
と
朱
傍
）「

ス
間
」
野
大　

諸
本
「
敬
」
の
異
体
に
作
る
を
訂
。

　
　
　

14　

壊
チ 

Ｂ
大
「
壊
キ
」
諸
（
乙
の
壊
は
変
）
諸
本
の
「
壊
キ
」
を
訂
。
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14　

谷
填
テ 

諸
（
底
は
谷
の
下
に
ヲ
ヵ
と
朱
補
）

　
　
　

15　

四
千
手
ノ 

諸
「
四
千
手
ヲ
」
底
（
ノ
と
朱
訂
）

 

「
諸
本
か
く
作
る
が
、
縁
起
は
「
四
十
手
」。
因
み
に
、
十
一
面
観
音
は
普
通
は
四
手
。」

一
二
一
1　

都

ノ 

諸
大

　
　
　

3　

田
村
ノ
将

ノ 

諸
大

巻
十
一
第
三
十
三
話

一
二
一
7　

建 

乙
Ｂ

　
　
　
　
　

標
目
の
後
二
行
分
空
白

　
　
　
　
　

三
十
三
話
本
文
欠 
諸
本
欠

巻
十
一
第
三
十
四
話

一
二
一
11　

建
法
輪
寺
語
第
卅
四

　
　
　
　
　

半
枚
の
中
心
に
標
目
あ
り

　
　
　
　
　

三
十
四
話
本
文
欠 

諸
本
欠

巻
十
一
第
三
十
五
話

一
二
二
3　

観
音
ノ
像
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

祈
リ
請
テ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

教
ヘ
テ 

諸
（
底
は
テ
に
ヲ
歟
と
朱
傍
）



四
四

愛知県立大学日本文化学部論集　第６号（国語国文学科編）2014

　
　
　

12　

佛
法
ノ 

乙
Ｂ

　
　
　

16　

至
ヌ 

諸
（
底
の
ヌ
は
ス
に
近
し　

ヌ
ィ
と
朱
傍
）

一
二
三
2　

返
ヌ 

諸
（
底
の
ヌ
は
ス
に
近
し　

ヌ
ヵ
と
朱
傍
）

　
　
　

4　

示
シ
給
ヘ 

諸
大

巻
十
一
第
三
十
六
話

一
二
四
4　

郡
ノ 

諸
大

　
　
　

5　

西
ノ
山
ノ 

乙

　
　
　

5　

一
小
山 
諸
（
底
は
一
の
下
に
ノ
ヵ
と
朱
補
）

　
　
　

6　

此
ヲ
見
テ 
乙
Ｂ

　
　
　

9　

有
ル
ニ
カ 

乙
Ｂ

　
　
　

12　

巖
迫
ニ 

諸
（
底
は
巖
の
下
に
ノ
ヵ
と
朱
補
）

　
　
　

12　

 

「
櫃
」
大　
「
底
本
の
字
体
は
、
ヒ
ツ
の
意
の
「
櫃
」
の
減
画
で
コ
ワ
レ
バ
コ
の
第
一
画
を
欠
く
。」

　
　
　

12　

長
□
計 

諸
大

　
　
　

13　

弘
サ

計 

諸
大

　
　
　

13　

高
サ
計
也 

「
高
サ

計
也
」
諸
大

　
　
　

13　

塵
ヲ
□
テ 

諸
大

　
　
　

15　

異
ナ
ル
香
モ 

乙
Ｂ

一
二
五
3　

行
フ
間 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

貴
テ
訪
フ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
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6　

歩
ヲ 

諸

　
　
　

6　

多
カ
リ
ト
ナ
ム 

Ｂ

巻
十
一
第
三
十
七
話

一
二
五
10　

建
龍
門
寺
語
第
卅
七

　
　
　
　
　

と
標
目
あ
り
。
そ
の
後

　
　
　
　
　

 

九
行
と
半
枚
空
白

　
　
　
　
　
（
三
十
七
話
本
文
欠
） 

諸
本
欠

巻
十
一
第
三
十
八
話

一
二
五
15　

龍
盖
寺 

Ｂ

　
　
　

16　

御
代 

乙
Ｂ

　
　
　

16　

阿
刀
ノ
此
レ 

諸
（
底
は
ノ
の
下
に
挿
入
符
）「
阿
刀
ノ
是
」
大

 

諸
本
脱
字
。「
初
め
夫
津
守
が
天
津
守
と
誤
ら
れ
、
更
に
一
転
し
て
、
天
津
守
の
郷
に
ま
で
変
化
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」

　
　
　

17　

大
和
國
市
ノ
郡
ノ 

諸
大
（
底
は
國
の
下
に
挿
入
符
）

 

諸
本
脱
字
。「
高
市
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」

一
二
六
1　

呼
ク
音 

諸
大　
「
こ
の
ま
ま
で
は
意
不
明
。
名
義
抄
に
ナ
ク
の
訓
あ
る
「
哹
」

 

「
呋
」
等
の
譌
か
。」

　
　
　

4　

給
ヘ
ル
所
也 

Ｂ



四
六

愛知県立大学日本文化学部論集　第６号（国語国文学科編）2014

　
　
　

6　

智
リ
有
テ 

Ｂ

お
わ
り
に

　
『
今
昔
物
語
』
巻
十
一
の
本
文
の
異
同
を
見
る
と
、
鈴
鹿
本
が
残
存
し
な
い
巻
の
せ
い
か
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
と
流
布

本
系
諸
本
の
東
大
本
乙
と
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
が
高
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
巻
で
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の
表
現
が
彦
根
城
博
物
館

本
の
表
現
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
そ
れ
は
、
空
白
な
ど
の
形
）
8
（

式
と
同
じ
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
巻
十
一
の
場
合
も
そ
の
こ
と
は
同
様
で
あ

る
。
た
だ
し
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
お
い
て
、
出
典
等
に
よ
る
補
入
（
巻
第
十
一
第
九
話
、
巻
十
一
第
二
話
）
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ

の
表
現
は
一
致
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が
固
有
名
詞
に
関
し
て
、
鈴
鹿
本
の
表
記
に
は
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
も
の

の
、
出
典
の
表
記
を
参
照
す
る
こ
と
の
な
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
こ
）
9
（

と
と
傾
向
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
彦

根
城
博
物
館
本
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
前
に
成
立
し
た
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ひ
き
続
き
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
、
そ
の
表
記
、
固
有
名
詞
の
引
き
写
し
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
諸
本

に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
と
し
た
い
。

注
（
1
）  

中
根
「
未
紹
介
本
『
今
昔
物
語
』（
彦
根
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』
53
号　

二
〇
〇
五
年
三
月
）

（
2
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
54
号　

二
〇
〇
六
年
三
月
）

（
3
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
55
号　

二
〇
〇
七
年
三
月
）

（
4
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
56
号　

二
〇
〇
八
年
三
月
）

（
5
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
57
号　

二
〇
〇
九
年
三
月
）

（
6
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
1
号　

二
〇
一
〇
年
三
月
）、
中
根
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「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
3
号　

二
〇
一
二
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博

物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
九
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
4
号　

二
〇
一
三
年
三
月
）

（
7
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
2
号　

二
〇
一
一
年
三
月
）、
中
根

「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
5
号　

二
〇
一
四
年
三
月
）

（
8
）  

（
1
）に
同
じ
。

（
9
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
5
号　

二
〇
一
四
年
三
月
）
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